
ポスト工業化社会の中で，生徒の多様化，中

学卒業生の減少の中，本県においても平成１４年

度に中長期高校再編整備計画が示された。

工業学科においては社会や産業の変化，生徒

の進路希望等に柔軟に対応するため「一括くく

り」募集の導入や学校の統合，再編・整備をし，

拠点校として概ね７校の適正配置を示した。本

校は平成１６年に三条工業高校と燕工業高校は統

合し，県下初の一括くくり募集の工業高校とし

てスタートした。地域に根ざし，魅力ある工業

教育を目指し，その取組の現状について報告す

る。

本校のある三条市は県の中央部に位置し，新

潟圏域と長岡圏域に隣接した人口約１０万人の地

方都市である。工業は，江戸時代に農家の副業

として江戸から鍛冶職人を招聘して始まった和

釘生産を出発点として発展し，「三条の金物」

「燕の洋食器，ハウスウエア」などの伝統産業

があり，全国的にも有数な地場産地を形成して

いる。

金属製品製造業が多く（３,１５４社），県全体の

７２.２％を占める。しかし，１事業所あたりの従

業者は平均９人の小規模零細企業が多く，後継

者の問題，経済のグローバル化の中で新製品の

開発など競争力の強化が課題である。

２．地域の産業の現状
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（１） 沿　革

本校は明治４４年４月１５日新潟県南蒲原郡立三

条商工学校（金工科，染色科，商業科）として

開校以来，時代の変遷と共に教育内容を見直し，

学科改編とともに５度の校名変更を行い，卒業

生数約２３０００名，創立９６年の歴史をもつ学校で

ある。

（２） 進路状況

大学等の進学率は平成１５年度をピークに低下

傾向にあり，就職率は逆に漸増の傾向にある。

地元志向，景気回復による求人状況の好転が原

因と考えている。

３．本校の概要

①地域のニーズにあった学科構成

②工業科として一括くくり募集

③多様な進路に応じた教育課程

魅力ある工業教育をめざして
－学校統合３年目の取組－

新潟県立新潟県央工業高等学校長

星野　光章 本校正面

（県央地域の工業教育の拠点校として）

４．統合新潟県央工業高校の基本方針



（１） 一括くくり募集とコース制

一括くくり募集の最大の特徴は，入学後「総

合的な学習の時間」等における進路学習や 学

科ガイダンス，さらには，工業の基礎科目の

履修をとおして，自己の能力，適性，興味・関

心，進路を考えることにある。自分の進むべき

科・コースを自ら決定することで，学科におけ

る動機付けを明確にする。

（２） 教育課程

職業観・勤労観を育成しつつ，多様な進路希

望に応じた教育課程を保障する。

１） 興味・関心，進路に応じた選択幅の拡大

３年次の選択はA群，B群，C群，各１１講座

を開設し，進路希望に応じた選択履修

２） 多様な進路への対応

・アカデミックグループ（進学対応）

・プロフェッショナルグループ（専門性の深化）

の選択科目群

当初，選択科目について安易な選択が危惧さ

れたが，８割以上の生徒は自分の進路，興味・

関心など慎重に選択している。

（３） コース選択の指導について

１年生には月曜７限目の「総合的な学習の時

間」で学科やコースの説明や「産業社会と人間」

を活用した進路学習を行うと共に，卒業生 講

話，事業所・工場見学三条テクノスクール見学

など様々な体験学習をとおして，職業観，勤労

観の育成を計り，選科に向けた学習を行う。

工業基礎（３単位）では１０月下旬までに各学

科・コースの基礎的，代表的な実習を行いコー

ス選択の大きな判断材料とする。

各コースの定員等を提示しながら，予備調査

を含め，３回の希望調査を行う。

（４） 一括くくり募集の成果と課題

１） 入学後の科目履修をとおして専門学科の

理解を深め，自分の個性・適性，進路をじっく

り考え，選科することができる。６割の生徒が

肯定的回答をしている。

３割の生徒は入学時に既に自分の進路は決ま

っており，１年次より積極的に専門科目の履修

を望んでいる。

２） １年次での専門科目の基礎・基本が従来

と比べ十分とは言い難く，その後の専門性の深

化については，やや不十分なところがある。

３） コース間の希望者数のばらつきを生徒に

不満なく如何に調整するかが大きな課題であ

る。将来の進路等を考慮しながら，きめ細かな

個別面談を実施している。

４） 施設・設備の関係で各コースの定員は自

ずと限界があるが，８割の生徒がほぼ希望通り

にコース選択できたと回答している（１クラス

において最大４４人編成）。
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表１　学科・コース

④確かな学力（週３３単位時間）



平成１８年度，県教育委員会は工業教育の充実

をめざし，本県の未来を担う若者を育成する観

点から，「工業教育充実プラン」事業を立ち上

げた。４つの柱立てがあり，本校の取組内容に

ついて報告する。

（１） 新潟県版デュアルシステム

平成１５年６月に「若者自立・挑戦プラン」

において高等学校段階等に「日本版デュアルシ

ステム」を導入することが要請され，既に全

国で先進的に研究導入されているが，本県にお

いても，その意義を十分認識し，企業での現場

実習を通して，工業教育の改善充実と地域の人

材育成・連携をめざすものである。

ア　実施方法

・実施学年，対象生徒

２学年　本校９名（全県で４０名）

（機械系３，電子情報系３，建設系３）

・実施形態

２単位相当（実習の増加単位）

１２日間夏季休業中の集中型

・実習受入費

生徒１名につき１日５０００円の受入費

・受入企業の開拓

同窓企業，三条工業会（会員数５００社），ハロ

ーワーク等に依頼

５．特色ある学校づくり（工業教育充実プラン）
イ　まとめ

・参加した生徒は，「進路を考える上で役立つ」

と考え，「参加してよかった」と参加生徒の

評価は高い。

・企業側からは生徒の挨拶や礼儀作法などの要

望もあったが，人材育成の一翼を担うことが

でき，パートナーシップとしての使命を果た

し，大きな意義を感じている。

・企業スリム化の中で余裕のない中小企業，安

全性における危惧，仕事内容の高度な専門性

など，いろいろな理由で受け入れを断られる

場合が多々ある。学校，企業の相互の理解，

受け入れ企業の拡大などが継続した課題であ

る（デュアルシステム受入れ企業１０社，イン

ターンシップ受入れ企業３０社）。

・デュアルシステム受け入れの実習プログラム

を企業，学校と連携し，綿密に打ち合わせる

必要がある。

（２） ものづくり技術・技能の伝承

団塊の世代の大量の退職の中で，地域の産業

の熟練技能者の技や産業界の優れた技術を伝承

するため，産業界の第一線で活躍する技能者・

技術者を招き，実技指導や講習会，講話等を実

施するものである。

ア　実施方法

・実施学年，対象生徒

加工技術コース３年 ６５人

建築コース２・３年 ２２人，２０人
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表２　共通履修と選択科目



・実技指導回数

２時間　計５回

・県央マイスター，県職業能力開発協会から各

分野の熟練工，各種技術の有資格者を紹介し

ていただき技術指導を受ける。

（機械系では，３級旋盤技能検定に向けた講

習会の実施）

（建設系では，建築デザイン事務所より外観

透視図透明水彩着色実演及び実技講習を実

施）

県央マイスターより，技能検定３級（旋盤）

をめざし指導をうける（教員は２級）。

（３） 地域連絡協議会の開催

企業・地域社会と学校のネットワークづく

りをとおして，工業高校の高校生に求められる

将来の社会人・職業人としての資質を地域社会

と連携して育成するための協議会を立ち上げる。

ア　実施方法

学校，地域・産業界関係者約１０名で構成し，

年４回の協議会を開催する。

イ　内容

・生徒の就業体験，実務訓練に係わる準備，運

営及び実施

・ものづくりに係わる技術・技能教育の連携

・工業人育成に係わる産業界，関係諸機関の意

見聴取

（４） ICT技術の充実による創造性の育成

IT分野やロボット分野における先端技術に触

れることで科学技術への夢を育み，創造性・独

創性を養うために，IT関係教材費，材料費及び

ロボット製作のための材料費，研究費の助成を

行うもので，本校では科学技術部のロボット製

作費として研究助成を受ける。

団塊の世代の大量の退職の中で，工業の技

術・技能の伝承における工業高校への期待は大

変大きい。これが一過性のものでなく，工業立

国日本を標榜する日本のものづくり，工業高校

の復権になればと期待している。工業高校の使

命は工業技術・技能の習得をとおしての人間教

育であることに変わりはないが，これから必要

なことは，社会の期待に応えられるような人材

を，地域や企業と一緒になって教育しようとす

る姿勢である。これらに必要なキーワードは以

下の３つが挙げられる。

（１） 専門性の追求

（２） 進路指導の充実

（３） 地域とのパートナーシップ

工業技術の不易と流行を見極め，地域に根ざ

し，地域との連携を図った教育内容，人材育成

がますます重要になってくる。三条・燕地区は

東大阪や東京都大田区に並んで，ものづくり技

術の３大集積地と称されることもあり，地元に

は小さいながらもベンチャー的なオンリーワン

の企業がたくさんある。将来の地場産業を支え

る，豊かな感性をもち，創造力と実践力をもっ

た技術・技能者が育ってほしいと願っている。

６．おわりに

２０

外観透視図技術指導




